
 
消費者庁入札等監視委員会 第３回会議 議事概要 

 
開催日及び場所 平成２７年７月２１日（火） 消費者庁入札室 

委 員 井手 秀樹  （慶應義塾大学商学部教授） 
河村 小百合 （株式会社日本総合研究所調査部上席主任研究員） 
竹内 啓博  （公認会計士） 

議 事 ○消費者庁 LAN 用 AdobeAcrobatStanderd のライセンス購入 
○消費者庁ホームページリニューアル業務 
○食品表示に関する消費者意識調査 
○消費者庁の制度・業務に関する基礎調査・整理・分析等業務 
○「東日本及び大消費地において開催する食品中の放射性物質に関す   

るリスクコミュニケーション養成研修の運営業務」及び「被災地に

おいて開催する食品中の放射性物質に関するリスクコミュニケー

ション及びコミュニケーター養成研修の運営業務」 
○その他 

 
 
○案件詳細 
【競争入札】 
最低価格落札方式 

契約件名：消費者庁 LAN 用 AdobeAcrobatStanderd のライセンス

購入 
契約相手：スターティア株式会社 
契約金額：９，３９０，６００円 
契 約 日：平成２６年７月２３日 
担 当 課：総務課情報システム担当 
説明内容：ライセンス購入を TLP（単体、一般向け）で購入してい

るが、CLP（複数体、企業向け）で購入した方が安価で

購入できたのではないかと会計検査院から指摘された

もの。 
【競争入札】 
総合評価落札方式 

契約件名：消費者庁ホームページリニューアル業務 
契約相手：パナソニックシステムネットワークス株式会社 
契約金額：１１，７９３，６００円 
契 約 日：平成２６年１０月２３日 
担 当 課：総務課広報室 
説明内容：総合評価により契約を行ったが、成果物ができず、契約

不履行となった案件である。予算の繰越ができなかった



ため、今年度の限られた予算で執行しなければならず、

企画競争での執行を考えているもの。 
【競争入札】 
最低価格落札方式 

契約件名：食品表示に関する消費者意識調査 
契約相手：マイボイスコム株式会社 
契約金額：１，２４２，０００円 
契 約 日：平成２６年１２月１９日 
担 当 課：食品表示企画課 
説明内容：予定価格と契約額との価格の乖離が大きかったもの。 

【競争入札】 
最低価格落札方式 

契約件名：消費者庁の制度・業務に関する基礎調査・整理・分析等

業務 
契約相手：デトロイトトーマツコンサルティング株式会社 
契約金額：１０，９７２，８００円 
契 約 日：平成２７年２月１９日 
担 当 課：総務課 
説明内容：予定価格と契約額との価格の乖離が少なかったもの。 

【競争入札】 
最低価格落札方式 

契約件名：東日本及び大消費地において開催する食品中の放射性物

質に関するリスクコミュニケーション養成研修の運営

業務 
契約相手：一般財団法人日本原子力文化振興財団 
契約金額：１３，９９３，６８０円 
契 約 日：平成２６年６月２０日 
担 当 課：消費者安全課 
 
契約件名：被災地において開催する食品中の放射性物質に関するリ

スクコミュニケーション及びコミュニケーター養成研

修の運営業務 
契約相手：一般財団法人日本原子力文化振興財団 
契約金額：８，１４９，８３２円 
契約日：平成２６年６月２０日 
担当課：消費者安全課 
 
説明内容：１者応札並びに、予定価格と契約額との価格の乖離が少

なかったもの。 
委員からの意見・

質問 
それに対する回答

別紙のとおり 
 



等 
 
○その他 
特になし 

 



別紙 
意 見 ・ 質 問 回 答 

１．消費者庁 LAN 用 AdobeAcrobatStanderd のライセンス購入 
業者から TLP での注文より CLP での注文

のほうが安価になるというご指摘はあった

のか。 

業者から CLP での注文の話はなかった。 
 

TLP での注文より CLP での注文のほうが

どの程度予定価格が安価になっていたの

か。 

１００万円～２００万円程度。 

対応策としてはどのようなにしていくの

か。 
消費者庁内の各課へ注意喚起を行い、他の

注文方法がないかを調査を行っていく。 
２．消費者庁ホームページリニューアル業務 
契約業者は、過去の同様な業務を遂行した

実績はあったのか。 
他省庁での実績を確認した。 

総合評価方式では、価格点と技術点の割合

はどのくらいなのか。技術点の評価はどの

ようになっているのか。 

1：1 もしくは 1：２となっている。本件は、

低入札価格で落札しており、技術点よりも

価格点の方が上回っていたため、総合点で

落札したもの。 
この案件に限らず、企画競争のほうが望ま

しいと思われる案件があるが、今まで企画

競争を実施していない理由はなにか。 

企画競争については、価格での競争を行う

べきではないかと総合評価方式への移行が

推進されたため、消費者庁では、少額のも

のについては企画競争を採用していなかっ

た。 
３．食品表示に関する消費者意識調査 
成果物に問題がなかったのであれば、予定

価格を作成する段階で人件費を多く見積り

過ぎていないか。業者から提出のあった内

訳書を参考に今後のため分析をするべきで

はないか。 

慣れた業者であれば、少ない人数でも問題

なく業務を遂行することはできるか、どの

ような業者が落札するか分からないため、

予算額等を勘案し、予定価格の作成を行っ

ている。今後は、過去の事例も参考にして

いきたい。 
予定価格と落札額の剥離を解消するための

対応策をどうするのか。 
市場価格調査を実施する等、入札額との剥

離が少なくなるよう行っていく。 
４．消費者庁の制度・業務に関する基礎調査・整理・分析等業務 
入札参加者が少ないのは、業務を実施する

時期の見直しも必要があるのではないか。

年度末に実施した場合、入札参加を見送る

そのとおり。 
計画的な執行を心掛ける。 



業者もいる。 
５．「東日本及び大消費地において開催する食品中の放射性物質に関するリスクコミュニ

ケーション養成研修の運営業務」及び「被災地において開催する食品中の放射性物質に関

するリスクコミュニケーション及びコミュニケーター養成研修の運営業務」 
業務内容を把握し、業務を実行できる業者

が入札に参加する必要があるため、入札参

加業者が少なくなるのは仕方がないことだ

と思われる。 

複数年度にわたり１者応札になった案件に

ついては、公募による随意契約への移行を

検討していきたい。 

予定価格を作成するのに当り、業者からの

参考見積書を聴取していたか。 
聴取していない。過去の類似案件を参考に

して予定価格を作成した。  


